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　1月5日、町の成人式か行われ

あらたに145名か大人のなかま入

りをしました。

　今年の該当者は、昭和33年4月

2日から昭和34年4月1日まての

間に生まれた人てす、

　よそに行っている入も吸人式は

故郷て　と、峡人の日から5日に

実施するようになって5鉦目。す

っかり定着した感しかします。

　町ては、冠婚葬祭等の簡素化連

動を推進していますか、服装も例

年に比較して平服の人か目⊥ちま

した．成人者自身も、きびしい社

会盾勢を直接は’二に回しると同時

に、これまての習慣から脱皮しよ

うと努力していることのあっわれ

てあると雲しました、

朝な朝な立ち出でて見る白梅の

　　老木の花の盛り旧きかも

　　　　　　　　　　　　　　牧　水
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翰
墨
卿

　
　
　
　
　
陶
二

　
　
　
　
　
　
曹
「

う

豪
、

’㌔
　
一

説和する白と
疑ll隊1、：∫＝一ミ；東郷霊苑ゴ1，が完成

　　　　　←

幽

無
煙
・
無
臭
・
無
公
害

　
日
向
地
区
着
場
東
郷
霊
苑
（
火
葬
場
）

か
日
成
し
、
一
月
二
十
一
．
日
に
落
成
式

か
行
わ
れ
ま
し
た

　
当
日
は
、
誓
前
十
時
か
ら
開
式
、
神

事
の
あ
と
日
向
、
門
川
、
東
郷
の
一
．
一
巾

町
長
に
よ
’
・
て
霊
苑
玄
関
の
テ
：
フ
か

カ
ノ
ト
山
、
」
れ
舜
か
開
か
れ
ま
し
た

　
こ
の
施
設
は
、
昭
和
二
．
十
五
年
に
建

設
さ
れ
た
日
向
巾
の
火
葬
場
か
老
朽
化

し
た
た
め
、
黒
鳥
行
政
の
一
環
と
し
て

本
町
小
野
田
の
城
ヶ
尾
に
建
穐
曝
・
・
れ
、

本
町
と
門
川
町
か
日
向
市
に
事
務
委
託

霊
　
苑
　
平
　
面
　
図

す
る
’
り
法
て
連
圏
き
れ
ま
す
．

　
特
徴
と
し
’
」
は
、
県
内
で
初
め
て
の

煙
突
の
な
い
施
設
て
、
鉦
、
煙
、
霊
、
臭
、

紐
、
公
∴
を
配
慮
し
て
い
ま
す
。

使
用
て
つ
づ
き

　
霊
苑
を
使
用
す
る
と
き
は
、
役
場
住

民
課
の
罰
則
て
「
死
亡
届
一
と
同
時
に

「
使
用
許
可
証
　
を
懸
け
、
　
一
使
用
料

を
納
入
心
し
1
」
、
そ
の
許
可
証
を
霊
苑

に
提
出
す
る
こ
と
こ
な
b
ま
す
。

」　
二

口

面

図

L
l
l
l

目
1卜罪
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レ

しし一一
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三
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／づλ・「コ

　1一包
1・ v

置
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噌一＿＿口
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　」口

《

火
葬
炉
は
四
基

　
こ
の
縮
㌃
峡
は
、
　
一
力
、
　
六
　
気
　
平
乃

R
の
敷
地
の
な
か
二
、
絶
工
事
費
二
億

．
一
千
七
百
万
円
て
本
館
、
納
骨
堂
、
管

理
人
住
宅
、
附
帯
施
設
か
設
直
ふ
．
・
れ
、

本
館
は
、
鉄
筋
コ
ノ
ク
リ
ー
ト
平
屋
建

で
て
葬
「
奴
小
繍
豚
、
仕
け
ム
ロ
・
肱
R
湘
埋
ほ
陳
の
六
二

C
平
方
“
、
葬
祭
棟
に
は
墨
隈
の
火
非

炉
と
告
別
挙
か
設
す
ら
れ
て
い
ま
す

　
待
合
・
管
理
榛
は
葬
祭
棟
と
渡
り
喰

F
て
結
ひ
、
七
つ
平
方
、
・
の
洋
室
と
セ

畳
の
和
室
二
間
、
売
店
、
事
務
見
、
便

所
、
空
調
￥
な
こ
と
な
っ
て
、
ま
す

置
場
使
用
料

13歳以上　　　　13歳ラ1＼‘1笛】　　タヒ　目台　児　　　己父妻｝二遺f／仁

1一体　　1　体　　1　依　　1　悟

3，000円

10，000

15，0〕0
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その他
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向市、門川町、東郷町の住民か使用する場合
郷村、西郷村、諸塚村、椎葉村、北郷材の　〃
、乙”外の住民か使用する場合

別種

甲
　
7
一
丙

安置室使用

備考　甲ぽ、 一
日
南
甲

気
玄
丸

甲
乙
丙

研

霊
苑
墓
地
に
変
身

「
　
ε

堅」ゼ荒踵騒層：弓網

　
小
野
田
区
又
江
野
地
区
の
共
同
墓
地

が
近
代
的
な
霊
苑
墓
地
に
生
れ
か
わ
り

ま
し
た
．

　
こ
の
地
区
は
町
の
中
心
地
て
も
あ
う

環
境
衛
生
上
、
以
前
か
ら
整
備
が
望
ま

れ
て
い
ま
し
た
が
、
区
長
を
中
心
と
す

る
地
元
有
志
と
関
係
者
の
努
力
に
よ
っ

て
計
画
き
れ
実
現
し
た
も
の
て
す
。

　
こ
れ
は
、
町
が
推
進
し
て
い
る
「
住

み
よ
い
環
境
づ
く
り
、
明
る
い
町
づ
く

り
」
の
一
つ
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
町

発
展
の
新
し
い
発
想
の
出
発
占
、
と
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
住
民
課
）

，触ノ’，”〆”ノ∂’ノゐ，ノ”〆〃，’一み，ノ’〃ん

〆
一
権
　
餐
蠣

書図
の

害有

動運放追
P71’，み，！’0－’触’r，’r’ノ’〃ノ鯉ノ”－，噸ノ7’”

　
町
青
少
年
問
題
協
議
会
と
町
教
育
委

員
会
共
催
て
、
有
害
図
書
の
追
放
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
、
団
体
の
代
表
者
て

対
策
を
検
討
し
ま
し
た

　
こ
れ
は
、
最
近
町
内
に
も
週
刊
誌
の

自
動
販
売
機
か
設
置
さ
れ
、
肖
降
任
、
へ

の
悪
影
響
か
心
配
き
れ
る
た
め
て
す

　
県
て
は
、
昭
和
五
十
二
年
七
月
［
青

少
佳
健
全
育
成
条
例
＝
を
制
定
し
、
有

害
図
書
や
自
動
販
売
機
て
の
有
犠
雑
誌

の
販
売
を
規
制
し
て
い
ま
す
か
、
こ
の

種
の
販
売
機
は
そ
の
後
、
都
市
か
ら
地

方
へ
浸
透
し
、
こ
の
影
響
と
み
ら
れ
る

青
少
年
の
性
犯
罪
も
増
加
の
傾
向
に
あ

〕
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
惰
勢
を
憂
憲
し
た

県
少
任
補
導
員
連
絡
協
議
会
て
は
、
青

少
年
か
角
害
な
山
、
ル
ノ
雑
託
を
手
に
入

れ
や
す
い
目
動
販
売
機
の
追
放
に
乗
り

出
す
こ
と
を
決
議
、
県
と
県
警
察
本
部

に
決
議
文
を
手
渡
し
て
関
係
当
局
と
し

て
の
協
力
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
業

者
に
対
し
て
ま
販
売
自
粛
の
申
し
入
れ

を
行
な
う
な
こ
の
運
動
を
獲
開
し
て
い

ま
す
．
．

　
会
議
の
結
果

1
こ
の
種
の
自
動
販
売
機
を
置
か
せ
て

　
い
る
店
舗
等
に
は
、
設
置
契
約
の
取

　
消
し
を
申
し
入
れ
る

◎
商
工
会
を
通
し
、
こ
の
種
の
自
動
販

　
売
機
に
は
慮
涼
を
貸
山
．
」
な
い
．

、
3
中
学
生
、
高
校
生
に
は
買
わ
せ
な
h

な
と
の
運
動
を
町
（
る
み
て
推
進
す
る

こ
と
に
決
め
ま
し
た
　
　
　
（
住
民
課
）
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林要必伐間

とんな

／　
●

ク
ル

　
一ヘ

タ

000　
，

2

　
東
郷
町
に
は
一
七
、
四
〇
こ
欝
の
民

有
林
が
あ
っ
て
、
そ
の
七
〇
智
に
あ
た

る
一
二
、
三
G
O
診
が
人
工
林
で
す
．
．

　
戦
後
、
植
え
続
け
て
き
た
山
が
こ
れ

ほ
と
の
広
が
り
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
山
が
育
つ
十
年
後
、
二
十
年
後

を
想
像
し
て
み
て
く
た
さ
い
．
、
大
き
な

力
で
東
郷
町
を
支
え
て
く
れ
る
こ
と
は

ま
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
ま
た
ま
だ
手
ば
な
し
て
喜

ん
で
ば
か
）
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
山
は

植
林
し
て
し
ま
え
ば
そ
れ
て
よ
い
と
い

う
も
の
て
は
な
い
か
ら
で
す
．

水
泡
に
帰
す
前
に

　
人
が
幼
稚
園
か
ら
小
、
中
学
校
、
高

校
、
大
学
と
養
脅
き
れ
る
よ
う
に
、
山

も
下
刈
う
、
除
伐
、
間
伐
と
育
林
の
手

順
を
ふ
ん
で
初
め
て
一
人
前
の
質
の
よ

い
用
材
林
と
し
て
育
つ
か
ら
で
す
．

　
一
二
、
三
こ
⊃
鴛
の
八
八
欝
か
二
十

年
生
以
下
の
幼
令
林
て
す
か
、
そ
の
な

か
の
二
、
○
○
○
鈴
も
の
杉
林
か
、
い

ま
間
伐
を
求
め
て
い
る
の
て
す
。

　
町
内
て
年
間
に
行
わ
れ
て
い
る
間
伐

は
、
　
一
e
⊂
嬢
に
も
達
し
て
い
ま
せ
ん

　
今
後
も
、
今
の
よ
う
な
進
度
て
の
間

伐
し
か
て
き
な
カ
つ
た
と
し
た
ら
と
う

な
る
て
し
ょ
う
か
9
　
せ
っ
か
く
の
夢

も
水
の
泡
と
い
う
こ
と
に
も
な
う
か
ね

ま
せ
ん
．
、

　
間
伐
は
、
自
分
が
植
え
て
育
て
て
き

た
育
ち
盛
り
の
木
に
の
こ
を
入
れ
る
作

業
て
す
か
ら
な
か
な
か
気
か
進
み
ま
せ

ん
か
、
そ
れ
を
や
っ
て
の
け
な
ナ
れ
ぽ

造
林
に
汗
を
流
し
た
意
味
か
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す

　
間
伐
は
、
春
先
き
に
す
る
の
か
最
も

よ
い
と
一
ゴ
ロ
わ
れ
て
い
ま
す
　
や
る
と
決

め
た
ら
一
日
も
早
く
実
行
に
移
し
ま
し

レ
ナ
つ

▽
聞
伐
の
こ
と
て
不
明
の
占
い
は
、
役
場

　
農
林
課
林
業
係
ま
た
は
森
林
組
合
に

　
お
た
ず
ね
く
た
さ
い
。

7
林
業
改
善
資
金
の
な
か
に
、
間
伐
の

　
た
め
に
用
意
山
、
㌔
れ
た
資
金
（
一
h
，
当

　
り
三
十
五
万
円
以
内
、
無
利
子
、
五

　
任
償
還
）
が
あ
，
）
ま
す

　
　
利
用
し
た
い
力
は
、
森
林
組
合
に

　
お
た
す
ね
く
た
き
い
．

　
　
　
　
（
農
林
課
・
町
森
林
組
合
）

講

誌駅逓鐸
間伐指導をする県林業指導課の川崎専門技師
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郵
税
　
　
　
璽
…
撚
　
饗
蟄
養
羅
　
嚢

　
　
　
　
．
一
曹
7
・
F
・
＝
・
二
：
噌
，
一
7
・
・
：
：
三
二
＝
・
－
・
・
二
四
二
こ
・
≡
，
・
．
・
”
噂
・
＝
：
＝
三
”
一
三
一
・
”
三
∵

　
　
　
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
「
町
県
民
税
の
申
告
」
「
．
所
得
税
の
確
定
申

　
　
止
口
．
」
な
ど
が
実
施
き
れ
ま
す
．
．
こ
れ
ら
に
申
告
も
れ
な
ど
の
な
い
よ
う
に

　
　
注
意
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
月
号
は
申
告
を
中
心
に
特
集
し
ま
し
た
。

町
・
県
民
税
の
申
告

　
今
年
も
町
県
民
税
の
申
告
時
期
に
な

り
ま
し
た
．
、
所
得
税
の
確
定
申
告
と
同

じ
よ
う
に
町
県
民
税
の
申
告
も
、
そ
の

年
の
三
月
十
五
日
ま
で
に
済
ま
せ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
申
告
は
、
昭
和
五
十
四
年
一
月

一
日
現
在
、
本
町
に
住
所
を
有
す
る
人

が
前
年
中
の
所
得
に
つ
い
て
申
告
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
今
年
申
告
す

る
所
得
は
、
昭
和
五
十
三
年
一
月
一
日

か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
σ
の
問

に
得
た
全
て
の
所
得
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
申
告
の
要
領
に
つ
い
て
は
例
年
の
よ

う
に
、
別
表
日
程
表
の
と
お
り
各
地
区

ご
と
に
職
員
が
出
張
し
て
申
告
者
と
面

接
し
申
告
書
の
受
け
つ
け
に
当
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
申
告
の
際
に
必
要
な
こ
と
や

申
告
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
を
準
備
し
て
お
い
て
い
た
だ
く
と

申
告
も
簡
単
に
済
み
ま
す
の
で
、
次
に

掲
げ
る
も
の
を
準
備
し
て
い
た
ゼ
く
よ

う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
所
得
税
の
予
定
納
税
者
や
、

所
侍
税
の
確
定
申
告
の
予
定
者
等
で
税

務
署
か
ら
通
知
の
あ
っ
た
方
は
、
各
地

区
で
の
受
け
つ
け
が
困
難
で
す
の
で
、

必
ず
定
め
ら
れ
た
日
時
、
場
所
に
お
い

で
い
た
ゼ
く
よ
う
申
し
添
え
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
申
告
の
こ
と
に
つ
い
て
、

わ
か
り
に
く
い
事
や
、
特
に
詳
し
く
知

り
た
い
方
は
、
役
場
税
務
課
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
き
い
。

準
備
す
る
書
類
等

※
所
得
金
の
計
算
書

　
ω
給
与
所
得
者
は
源
泉
徴
収
票

　
禰
営
業
所
得
者
は
仕
入
や
売
上
金
、

　
　
必
要
経
費
な
ど
の
計
算
書

　
㈲
日
稼
所
得
者
は
就
労
星
取
帳
な
ど

　
ω
土
地
や
山
林
な
ど
の
譲
渡
所
得
の

　
　
あ
る
人
は
売
買
契
約
書
な
ど

　
㈲
そ
の
ほ
か
所
得
金
の
計
算
の
で
き

　
　
る
資
料

※
各
種
控
除
金
の
計
算
君

　
ω
生
命
保
険
料
の
払
込
証
明
書
（
郵

　
　
便
局
、
農
協
、
各
保
険
会
社
な
ど

　
　
の
発
行
す
る
も
の
）

　
②
小
規
模
企
業
共
済
揖
金
払
込
証
明

　
　
書

　
麟
医
療
費
支
払
証
明
書

町県民税申告面接日程降

月・日

2月19日

　20

　21

　21

時　　　間

9．00～16．00

9．00～16．00

場　　　　引

継野内公民館

　　　　　羽坂生活改善センター

9．30～16．00　八重原公民館

9．50～16．00　　　田　　　　野 〃

名

域

合
一
全

組名

区

迫野内　　〃

町中央公民館

9．30～16．00

9．00～16．CO

寺福［
日9。30～16．00

〃9．30～16．00

22

@
2
5
　
2
6
　
　
2
7

〃
　
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
〃

二
一
墨
羽

鶴野内

羽　坂

八重原

野田

迫野内

小野田

晶1一二襲）田艸・ヅ棄民館
2月28日

　　～

3月3日

〃罫書

　原・本　　村
井笠・瀬　　平

原・仲崎・多武の木
原・市谷川崎

　税（所得税）

　業　　　税

田・長　　崎
9．30～16．00

石
赤
一
嘗
函
事
一
庭

谷坪

内
　
域

町
　
全

一
〇

）口山●

〃迫寺9．30～16，CO

田
　
迫

牟
…吉

　
寺

　
一

　
迫田

6

〃瀬福9．50～16．00

尾
．
ぎ

　
．
晃

中
レ

・
　
　
↓
↑

　
…
下

鹿　
　
レ

　
…
↓
↑

落
　
上

　
…

7

9．30～16．00　仲野原

9・30～16．00　　　f中　　　オ桀

〃

〃

9．30～16．00　越表生活改善センター

10．00～1200　下渡川公民館

8

日田尾・広瀬・鳥川

仲野原・出　rI

瀬野

9
　
1
2
　
1
3

域
．全

　
〃
　
〃

区深
．
表

仲
　
越

下渡川

ω
身
体
障
害
者
手
帳
、
障
害
者
手
帳

　
を
受
け
て
い
な
い
「
ね
た
玉
、
－
り
老

　
人
」
な
ど
は
民
生
委
員
の
証
明
書

㈲
扶
養
親
族
に
大
学
生
が
い
る
場
合

　
は
、
五
十
三
年
中
に
在
学
し
て
い

　
た
こ
と
の
証
明
書
（
給
与
所
得
者

　
な
ど
源
泉
徴
収
で
す
で
に
認
め
ら

　
れ
て
い
る
場
合
は
不
用
）

61

走
ｯ
健
康
保
険
量
保
険
者
証

所
得
税
の
確
定
申
告

　
昭
和
五
十
三
凝
着
の
所
得
税
の
確
定

申
告
と
納
税
は
二
月
十
六
日
か
ら
受
け

つ
け
が
始
ま
り
、
三
月
十
五
日
が
期
限

と
な
っ
て
い
ま
す
・
．

　
所
得
税
は
、
個
入
が
一
月
一
日
か
ら

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年
間
に
得

た
所
得
に
か
か
る
税
金
で
す
．
、

※
商
売
を
し
て
い
る
人
や
家
賃
、
地
代

　
の
収
入
の
あ
る
人
、
土
地
を
売
っ
た

　
人
な
ど
で
所
得
の
合
計
額
が
、
配
偶

　
者
控
除
や
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控

　
除
の
台
計
額
よ
り
多
い
人
。

※
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
砿
和
与
以
外
の
所
得

　
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人
や
、
給
与

＼
．

町回とうこう

　
の
年
収
が
一
千
万
円
を
超
え
る
人
。

な
ど
一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
人
は

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

　
所
得
の
計
算
の
仕
方
や
申
告
書
の
書

き
方
な
ど
で
分
か
ら
な
い
点
や
、
も
っ

と
詳
し
く
知
り
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
税
務
署
、
ま
た
は
税

務
相
談
室
に
わ
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
税
務
署
で
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三

月
十
五
日
ま
で
の
期
間
中
、
い
つ
で
も

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

所 得 税

29万円

町　県　民　税

29万円

35万円

1人

1人

1人

1人

29万円

35万円

23万円

31万円

23万円．

23万円

　　　　　23万円

　支払額の全額．
（最　　高）　5万円　　（最

1．木

1．丞

1人

1入

20万円

20万円

20万円

19万円

20万円

18万円

20万円

一一18万円

18万円

18万円

支払額の全額

（短期最高）　3千円

（長期最高）

（合計限度）

1万5千円

1万5千円

（最　　高）200万円

高）　3万5干円

被害金額が所得金の10％を超えるときその超える分

贈
与
税
　
の
申
告

（5）

覧表所得控除な主

控
基

除　の　種　類　　　一　　　　　　　　　　一

b　控　像　　一

配
一

V人配偶者控除　　．　　　　　一　　　一　．　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　．

涙 養　　控　　七
一　　一
V

障 ．．害　者．．控．除一

特別障害者控除
一老

N　者　控　除

か ふ　　控　　一

勤労学生控除
社会保険料控除

一

生命保険料控除
一．@一　一－一　　　　　　　　　　　｝　　一

ｹ害保険料控除

医 ﾃ　費　控　除　　　．　｝

雑 損　　控　　除

青
色
申
告
の
利
用

　
最
近
、
所
得
税
の
青
色
申
告
制
度
を

利
用
す
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
と
い
う
の
も
青
色
申
告
を
す
る

と
、
青
色
申
告
控
除
を
は
じ
め
、
い
ろ

い
ろ
な
特
典
が
あ
り
、
税
金
の
面
で
有

利
に
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
帳

簿
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
営
の

内
容
や
資
金
の
状
況
な
ど
が
よ
く
分
か

　
所
得
税
の
申
告
と
納
税
は
二
月
十
六

日
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
贈
与
税
の
申

告
と
納
税
は
、
ひ
と
足
は
や
く
二
月
一

日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
昨
年
一
年
間
に
も
ら
っ
た
財
産
の
合

計
額
が
六
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、

税
務
署
に
贈
与
税
の
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
贈
与
税
は
、
人
か
ら
財
産
を
も
ら
r
・

た
と
き
に
か
か
る
税
金
で
す
が
、
つ
い

う
一
・
か
り
し
て
申
告
を
忘
れ
、
後
で
大

変
因
っ
た
と
い
う
例
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
財
産
の
贈

与
は
夫
か
ら
妻
へ
、
親
か
ら
子
へ
と
い

う
よ
う
に
、
主
に
家
族
の
聞
で
行
わ
れ

る
こ
と
が
多
い
た
め
だ
と
思
わ
れ
ま
す

　
ま
た
、
土
地
や
住
宅
な
ど
を
、
何
気

な
く
奥
さ
ん
や
子
供
名
義
に
登
記
し
た

り
、
親
子
の
間
で
「
有
る
時
払
い
の
催

促
な
し
丁
の
お
金
を
借
り
．
た
場
合
な
ど

も
贈
与
税
の
対
象
に
な
り
ま
す
か
ら
注

意
し
て
く
ゼ
き
い
．
、

　
と
こ
ろ
で
、
結
婚
し
て
二
十
年
以
上

に
な
る
夫
婦
間
の
贈
与
に
は
特
例
が
あ

り
ま
す
，
居
住
用
の
土
地
、
家
曝
を
も

ら
っ
た
場
合
や
、
こ
れ
ら
を
買
う
た
め

還
付
申
告
は
早
目
に

　
確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
，

　
と
こ
ろ
で
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
は

勤
務
地
で
年
末
調
整
を
済
ま
せ
る
と
、

ほ
と
ん
ど
の
人
は
確
定
申
告
を
し
な
く

イ
も
よ
い
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
が

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申
告
を
す

る
と
、
す
で
に
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金

が
返
っ
て
く
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ω
災
害
を
被
っ
た
り
、
多
額
の
医
療
費

　
を
支
払
つ
た
り
、
住
宅
を
新
築
し
た

　
り
し
た
人

り
、
経
営
の
合
理
化
に
も
役
立
つ
こ
と

が
一
般
に
知
ら
れ
て
き
た
た
め
で
す
。

　
ま
だ
青
色
申
告
を
き
れ
て
い
な
い
人

は
、
節
税
の
た
め
、
ま
た
、
経
営
合
理

化
の
た
め
に
こ
の
制
度
．
を
利
用
き
れ
る

よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
．
一

②
年
の
中
途
で
退
職
し
、
年
末
調
整
を

　
受
け
て
い
な
い
人

ゆ
源
泉
徴
収
き
れ
た
利
子
、
配
当
、
原

　
稿
料
な
ど
の
収
入
が
あ
っ
て
、
全
体

　
の
所
得
が
あ
ま
り
多
く
な
い
人

　
以
上
の
方
な
ど
で
す
が
、
こ
れ
ら
の

還
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
源
泉
徴
収

に
現
金
を
も
ら
っ
た
場
合
に
は
、
一
千

万
円
の
「
配
偶
者
控
除
【
と
六
十
万
円

の
「
基
礎
控
除
．
　
と
を
あ
わ
せ
て
一
千

六
十
万
円
ま
で
税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん

　
し
か
し
、
こ
の
特
例
を
受
け
る
た
め

に
は
、
贈
与
を
受
け
た
土
地
、
家
屋
の

登
記
簿
謄
本
な
ど
の
書
類
を
添
付
し
た

贈
与
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

　
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は
「
月
十
五

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
．
一

　
税
金
の
計
算
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の

か
な
ど
、
分
か
ら
な
い
と
き
は
早
め
に

税
務
署
ま
た
は
税
務
相
談
室
に
相
談
し

て
く
だ
き
い
．
、
担
当
の
職
員
が
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
．
．

票
な
ど
を
申
告
書
に
添
付
し
た
り
、
提

示
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
書
類
が
あ

り
ま
す
の
で
、
前
も
っ
て
用
意
し
て
お

き
ま
し
よ
う
。
こ
の
税
金
の
還
付
を
受

け
る
た
め
の
申
告
は
、
い
つ
で
も
結
構

で
す
が
、
確
定
申
告
の
時
期
に
な
る
と

会
場
が
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
目
に
済

せ
て
く
だ
き
い
．
．
早
く
申
告
す
れ
ば
還

付
も
早
く
受
け
ら
．
れ
ま
す
。

振
替
納
税
の
す
す
め

　
所
得
税
を
納
め
る
の
に
便
利
な
方
法

と
し
て
「
振
替
納
税
．
一
の
制
度
が
あ
る

の
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
こ
れ
は
、
あ
ら
か
じ
め
税
務
署
と
金

融
機
関
に
所
定
の
手
続
き
を
し
て
お
く

と
、
銀
行
な
ど
の
預
金
口
座
か
ら
振
替

に
よ
っ
て
納
税
す
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
す
，
忙
し
い
時
な
ど
に
は
つ
い
納

税
の
期
限
を
忘
れ
が
ち
で
す
。

　
納
税
に
便
利
な
「
振
替
納
税
．
一
を
こ

の
機
会
に
ぜ
八
）
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
金
融
機
関
、
税
務

署
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
税
務
課
・
延
岡
税
務
署
）
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町報とうこう
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今
月
と
来
月
の
一
．
回
覧
わ
た
り
一
子

供
の
声
を
聞
く
会
一
を
特
集
し
ま
す
。

　
昨
年
↑
一
月
に
行
わ
れ
た
［
子
供
の

声
を
聞
く
会
一
で
は
、
　
［
崖
（
私
）
の

㌫
夕
》
乗
布
望
一
の
統
一
テ
ー
マ
4
」
発
表
尋
、
、

れ
ま
し
た
か
、
そ
の
な
か
か
ら
東
郷
中

の
小
林
英
明
君
か
町
代
表
に
選
ば
れ
、

延
岡
市
て
開
か
れ
た
東
臼
杵
地
区
予
選

会
に
出
席
し
ま
し
た
。

　
今
月
は
小
学
生
の
分
を
発
表
原
稿
に

よ
り
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
ま
す
。

隠

寺
迫
小
学
校
六
短
。

　
　
　
　
　
　
‘

　
私
に
は
夢
が
た
く
き
ん
あ
う
ま
す
。

　
ま
ず
、
も
う
す
く
実
現
て
き
る
手
近

な
”
，
夕
か
ら
の
へ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
小
学
校
を
卒
業
し
て
美
々
津

中
学
校
に
進
む
と
、
美
々
津
小
や
幸
脇

毛
の
人
達
と
い
っ
し
・
，
に
勉
強
て
｝
・
ま

す
．
と
ん
な
友
達
か
で
き
る
の
か
と
想

像
し
ま
す
と
楽
し
き
て
い
っ
ぱ
い
に
な

レ
）
ま
す
。
お
た
が
い
に
仲
の
よ
い
友
達

に
な
う
は
デ
ま
し
合
っ
て
勉
強
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
美
々
津

中
学
校
を
卒
業
し
た
ら
、
高
鍋
の
高
等

学
校
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
．

と
う
し
て
か
と
い
う
と
高
鍋
の
高
等
学

校
に
は
、
私
の
近
所
か
ら
た
く
き
ん
行

’，

ﾄ
い
る
か
ら
て
す
、

　
高
校
へ
進
ん
で
、
次
に
知
大
に
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
　
な
ぜ
短
大
を

希
望
し
た
か
と
い
う
と
、
私
の
い
と
こ

か
、
福
岡
の
大
学
へ
行
っ
て
い
ま
す
か

そ
こ
は
四
年
間
な
の
て
、
卒
業
し
た
ら

　
　
中

〃
　
　
郷

　
　
東く

へ

（

で

’

三

ぎ

、n　　倉「▼－n

東郷中　3年　　矢野　真弓

　〃　　〃　　小林　英明

坪谷中　　〃　　松本美奈子

　〃　　〃　　大野　靖文

越等分　2年　　日高美樹子

　〃　　3年　　長野　一道

　　　’】ノ　e・》＼鴫　　．、　、・　冒　，’　℃・

こ

5

｝

三

｛

；

黒
木
小
百
合

ニ
レ
．
↓
、
．
．
／
こ
つ
い
に
な
っ
て
、
あ
ま

》
年
を
と
、
す
ぎ
る
と
い
う
威
い
し
か
す

る
か
ら
て
す

　
次
に
手
近
て
な
い
私
の
》
め
を
の
へ

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
強
く
な
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
っ
か

つ
て
い
て
も
、
と
う
し
て
も
や
・
）
た
い

こ
と
か
あ
り
ま
す
　
そ
れ
は
ま
ほ
う
使

い
に
な
う
た
い
と
田
ジ
・
て
h
る
こ
と
て

す
。　

ま
ほ
う
つ
か
い
に
な
る
と
、
私
か
ね

て
い
る
間
て
も
ほ
か
の
友
達
か
と
ん
な

事
を
し
て
い
る
か
が
わ
か
り
ま
す
．
ま

た
宇
宙
に
も
行
ナ
る
こ
と
か
て
き
る
と

思
い
ま
す
　
し
か
し
、
私
か
ま
ほ
う
つ

か
い
に
な
r
・
て
ま
す
一
番
先
に
し
た
h

こ
と
は
、
悪
い
こ
と
を
し
て
い
る
人
を

見
つ
け
て
こ
ら
し
め
て
や
〕
た
い
事

て
す
。
こ
の
間
、
辛
・
、
）
ろ
こ
き
ん
の
事

桝
か
あ
り
ま
し
た
か
、
殺
斗
、
・
れ
る
前
に

敬・

@
こ
知
ら
せ
た
な
・
2
、
レ
ろ
チ
ふ
・
・
ん
を

助
け
て
や
る
こ
と
か
て
き
た
の
て
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
．
次
々
に
悪
h

人
を
見
つ
ナ
こ
ら
し
め
て
日
本
に
悪
い

人
か
い
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
つ
う
か
い
と
な
る
と
す
く
女
の

人
か
》
う
か
い
き
れ
る
の
は
ど
う
し
’
、

宿
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
　
こ
の
こ
と
は

ま
ほ
う
つ
か
い
な
ら
悪
い
人
の
頭
の
中

の
考
え
を
、
知
る
の
て
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　
ま
ほ
う
つ
か
い
は
実
現
て
き
そ
う
に

あ
》
ま
せ
ん
か
、
実
現
て
き
そ
う
な
夢

に
、
母
の
よ
う
な
洋
裁
師
に
な
り
た
い

と
い
う
こ
と
か
あ
り
ま
す
．
自
分
て
洋

服
を
作
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
と
て
も

夢
が
広
か
つ
て
く
る
と
思
い
ま
す
．
自

分
の
好
㍉
・
－
な
服
、
色
々
組
合
せ
の
出
来

る
服
、
又
卜
手
に
な
っ
た
時
友
達
や
、

母
達
の
も
作
一
，
て
上
ナ
ら
れ
ま
す

　
私
は
小
ル
・
・
い
時
か
ら
、
母
か
色
々
な

洋
服
を
作
る
の
を
見
て
、
大
き
く
な
’
．

た
ら
私
も
せ
曜
、
）
洋
裁
を
し
た
h
．
そ
し

て
大
人
に
な
（
・
た
時
了
供
に
も
自
分
の

手
作
う
の
服
を
着
せ
た
い
と
思
い
ま

す
．　

こ
の
大
事
な
、
私
の
夢
を
ぜ
へ
）
実
現

》
噛
、
せ
た
h
と
思
つ
つ
て
い
ま
す
。

　
つ
た
し
の
発
表
は
、
こ
れ
て
終
わ
り

て
す
．
，

寺
迫
小
学
校
六
昼
，

　
ほ
く
は
、
小
学
校
を
卒
業
し
て
、
美

々
津
中
学
枚
へ
進
－
几
た
・
つ
、
野
球
部
に

は
い
り
た
い
と
田
曳
・
て
、
ま
す
　
中
学

校
て
、
一
．
一
年
周
し
’
ノ
か
㍉
き
九
え
て
・
も

武

智

克

実

ら
つ
て
、
局
鍋
高
校
に
行
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
県
内
の
高
校

野
球
て
、
い
つ
も
強
い
か
ら
て
す
。
も

し
、
ワ
、
く
か
局
鍋
高
校
の
野
球
部
に
ま

町報とうこう（7）

い
れ
た
ら
、
内
野
手
に
な
》
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
県
内
の
予
選

で
勝
ち
ぬ
い
て
、
全
国
大
会
で
、
優
勝

す
る
こ
と
か
、
夢
て
す
．
そ
れ
か
ら
、

で
き
た
な
ら
大
学
ま
て
進
ん
で
野
球
を

つ
づ
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
．
高
校

ま
で
は
、
十
分
た
と
は
い
え
な
い
と
考

え
た
か
ら
で
す
．
．
書
し
考
え
の
人
か
た

く
…
ん
集
ま
っ
た
所
で
野
球
を
し
た
り

勉
強
を
し
た
り
し
て
競
争
し
合
え
る
こ

と
は
、
と
ん
な
に
楽
し
い
た
ろ
う
と
相
」

像
し
ま
す
。

　
野
球
を
す
る
人
の
中
に
は
、
多
く
の

有
名
な
人
か
い
ま
す
か
、
ぼ
く
は
、
な

ん
と
言
っ
て
も
王
選
手
の
よ
う
な
人
に

な
う
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
う
し

て
か
と
」
9
つ
と
、
あ
る
時

一
王
選
手
は
、
常
に
　
人
は
人
。
自
分

は
自
分
』
と
い
う
こ
と
を
、
心
か
け
て

い
る
そ
う
セ
　
し

と
い
う
話
し
を
聞
い
て
か
ら
て
す
　
そ

の
意
味
は
、
自
分
さ
え
よ
く
な
れ
ば
よ

い
と
言
う
こ
と
て
な
く
、
自
分
の
へ
ー

ス
を
く
ず
し
て
は
、
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
だ
と
聞
㍉
鴫
、
ま
し
た
。
例
え
ば
、
ボ

ー
ム
ラ
ノ
を
、
自
分
か
f
本
て
、
ほ
か

の
ト
五
本
打
っ
て
い
る
人
か
い
る
時
、

ほ
か
の
人
の
十
五
本
を
気
に
し
な
い
て

心
　
罵

自
分
の
十
本
を
十
一
本
に
す
る
こ
と
セ

け
を
考
え
て
、
一
し
ょ
う
け
ん
め
い
ナ

い
こ
を
し
な
す
れ
．
ま
な
ら
な
い
と
、
心

か
け
て
い
る
そ
う
セ
．
と
山
斗
う
こ
と
を

聞
き
ま
し
た
．
そ
れ
か
ら
、
ぼ
く
は
、

王
選
手
か
と
て
も
す
き
に
な
）
ま
し

た
。
勉
強
や
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
ホ
ー
ノ

て
も
、
玉
選
手
の
よ
う
こ
と
－
）
よ
く
し

て
か
ん
は
ろ
う
と
、
お
も
う
か
も
く
は

算
数
や
理
科
て
す
　
ぼ
く
は
、
算
数
は

き
い
し
ょ
は
ま
あ
ま
あ
七
す
と
、
あ
と

て
、
あ
ま
、
、
か
ん
ば
・
つ
な
く
な
る
の

て
す
。
そ
こ
の
所
を
、
土
選
手
の
よ
う

に
ど
う
よ
く
し
て
、
後
の
方
を
か
ん
ば

ワ
つ
・
り
》
〕
田
ひ
つ
’
」
い
ナ
伍
距
，
っ
　
山
の
ゆ
O
吐
吋
、

　
「
王
選
手
は
、
し
5
り
す
へ
た
て
な

く
、
や
ろ
う
と
思
う
気
持
ち
が
あ
れ
ま

う
ま
く
な
る
。
」

と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
．
ぼ
く
は
、

自
分
て
は
、
高
鍋
高
校
に
い
や
な
い
と

田
曾
ノ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ

と
を
耳
に
し
て
、
も
っ
と
と
う
、
丞
く
し

’
、
、
　
げ
同
気
嗣
古
同
紡
怯
｝
㌃
仔
ヲ
＝
り
》
」
田
ひ
い
山
よ
一
し

た
．
そ
し
て
、
も
っ
と
、
野
球
を
つ
つ

げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
．

　
こ
れ
て
、
ぼ
く
の
発
表
を
わ
わ
り
ま

す

福
瀬
小
学
校
六
年

　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
私
達
は
、
国
語
の
時
間
に
…
自
然
を

守
る
し
と
い
う
単
元
を
学
習
し
ま
し

た
。
こ
こ
て
学
習
し
た
こ
と
は
、
人
間

と
自
然
界
の
こ
と
て
す
．
人
間
は
か
つ

田
村
恵
美
子

て
に
自
然
を
改
造
し
た
り
し
て
、
自
然

の
こ
と
を
よ
く
考
え
て
い
な
か
っ
た
の

て
、
自
然
か
ら
お
も
つ
ぬ
し
一
．
へ
返
し

を
く
う
の
て
す
。

　
私
は
こ
二
て
自
分
の
町
東
郷
町
の
こ

と
を
よ
く
考
え
て
み
ま
し
た
。
東
郷
町

も
近
ご
ろ
よ
こ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
　
追

の
わ
き
な
ど
に
よ
く
「
｝
、
－
れ
い
に
し
よ

う
一
「
住
み
よ
い
郷
土
一
と
い
う
、
た

て
か
ん
ぽ
ん
か
・
“
二
・
て
い
ま
す
　
こ
れ

は
な
ん
の
や
く
め
を
す
る
の
て
し
、
亦
う

か
。
た
セ
立
て
て
あ
る
セ
け
て
は
た
め

七
と
思
い
ま
す
　
み
ん
な
て
そ
の
こ
と

を
、
ず
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ん
に

・
も
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す

　
私
た
ち
は
チ
リ
拾
い
を
や
「
ノ
て
い
ま

す
．
て
も
セ
め
て
す
拾
っ
て
も
拾
一
・

て
3
っ
コ
ミ
は
ち
っ
と
引
っ
へ
り
ま
せ
ん

そ
れ
に
と
り
に
く
い
と
こ
ろ
に
た
く
山
・
㌔

ん
つ
も
っ
て
い
る
の
て
拾
う
こ
と
か
て

き
圭
せ
ん
。
冬
に
な
れ
ば
手
か
つ
め
た

く
な
r
・
て
た
ま
》
ま
せ
ん
　
て
も
拾
’
．

て
学
校
に
い
》
ご
ま
す
．
私
た
ち
は
あ
る

て
い
と
か
ま
ん
て
㍉
、
、
ま
す
か
、
　
↓
年
生

に
し
て
は
た
い
へ
ん
な
こ
と
て
す
。
車

に
乗
っ
て
い
る
人
、
会
う
人
ぜ
ん
せ
ん

ふ
り
む
い
て
も
く
れ
ま
せ
ん
　
私
は
め

セ
と
う
と
し
て
い
る
の
て
は
あ
り
ま
井
、
　

ん
．
　
一
き
れ
い
に
し
よ
う
」
、
　
一
拾
て

る
人
に
拾
て
て
は
い
け
な
い
一
と
い
う

心
を
も
つ
て
ほ
し
い
か
ら
て
す

　
こ
の
東
郷
町
の
空
は
青
く
す
み
｝
、
う

て
い
ま
す
。
自
然
か
い
つ
ば
い
て
す
。

こ
の
美
し
さ
を
よ
こ
す
の
は
人
間
て
す

入
間
ほ
と
お
そ
ろ
し
く
か
っ
て
な
も
、
W

は
い
な
い
と
思
い
ま
す
　
人
を
殺
し
た

り
と
ろ
ぼ
う
を
し
た
・
り
、
自
分
か
や
っ

た
こ
と
を
人
に
な
す
り
つ
け
た
つ
、
あ

と
て
こ
う
カ
h
し
た
う
し
て
は
も
う
お

そ
い
の
て
す
．

　
先
生
か
よ
く
い
い
ま
す
。

　
仕
事
を
明
日
に
の
ば
す
な
、

そ
の
と
お
り
た
と
思
い
ま
す
．
こ
の
間

腿
も
そ
れ
と
深
し
て
捨
て
て
か
ら
は
も

う
わ
そ
い
と
思
い
ま
す
．
コ
ミ
は
チ
ー
ー

箱
と
思
っ
て
い
な
い
と
い
げ
ま
せ
ん
．

「
私
は
車
の
中
か
ら
コ
ミ
を
捨
て
る
人

を
よ
く
み
か
ナ
ま
す
そ
れ
も
私
た
ち

の
か
か
み
に
な
ら
な
い
と
h
げ
な
h
大

人
か
そ
ん
な
こ
と
で
は
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
．
．
一
と
う
か
私
た
ち
の
よ
い
見

本
に
な
っ
て
く
た
き
い
．
私
た
ち
も
東

郷
町
の
た
め
に
こ
れ
か
ら
も
コ
ミ
を
拾

r．

ﾄ
い
玉
、
一
ま
ず
。
そ
し
て
私
は
こ
の
東

郷
町
の
あ
る
宮
崎
県
て
働
ら
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
．

　
私
は
母
と
い
一
ノ
し
し
乙
卜
銀
行
に
行
！
ノ

た
二
と
か
あ
一
ま
ず
　
そ
の
時
の
わ
姉

ふ
も
㌔
ん
の
に
こ
に
こ
し
た
応
対
か
今
も
目

に
や
き
つ
い
て
は
な
れ
ま
せ
ん
　
私
に

挙
れ
つ
な
い
ん
し
き
つ
を
あ
た
え
た
の

て
す
　
こ
の
時
か
ら
銀
行
員
に
な
ろ
う

と
決
心
し
た
の
て
す
．
私
は
し
D
算
ク

ラ
ブ
に
は
い
っ
て
い
ま
す
　
て
も
一
時

間
中
お
ち
つ
き
ま
せ
ん
。
私
は
動
h
て

　
き
嚇

鷺
　
織
執

　
　
　
6

h
る
1
5
．
う
か
い
い
の
て
す
．
．
こ
ん
な
私

か
な
れ
る
わ
げ
な
い
の
て
す
か
、
D
め

七
ナ
は
旨
き
く
も
ち
た
h
の
て
す
　
私

は
今
の
十
四
人
の
々
セ
ち
か
大
す
き
て

す
。
で
も
一
人
一
人
ま
ら
ば
ら
に
な
r
・

て
い
㍉
、
、
ま
す
　
農
業
す
る
人
、
ほ
か
の

県
こ
就
職
す
る
人
と
れ
を
と
っ
て
も
り

っ
ぱ
な
仕
事
セ
と
思
い
ま
す
　
私
は
大

人
に
な
一
・
た
ら
い
’
・
し
・
玉
う
ナ
ん
め
、

働
｝
、
¶
ま
す
．
そ
し
て
お
金
を
た
く
ふ
・
㌔
ん

た
め
て
、
旅
行
に
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
　
将
来
み
ん
な
と
ん
な
人
に
な
る
で

し
レ
玉
う
か
た
の
し
み
て
す
。
大
人
に
な

る
の
は
や
↓
・
し
そ
う
て
か
ず
か
し
い
こ

と
て
す
，
き
ま
り
｝
、
－
ま
り
で
自
由
か
な

く
な
り
ま
す
．
セ
か
ら
や
，
）
た
い
こ
と

よ
今
の
う
ち
に
や
r
・
て
わ
二
う
と
思
h

ま
す
．

　
私
は
力
か
な
い
の
て
高
枚
に
は
い
れ

る
か
心
配
て
す
か
、
私
に
は
長
い
長
h

し
ん
せ
い
か
あ
り
ま
す
　
こ
の
し
ん
せ

い
の
一
こ
ま
一
こ
ま
を
大
切
に
牛
き
る

た
め
に
、
今
学
校
て
せ
い
い
つ
ぼ
い
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す

福
瀬
小
学
校
戸
隠

　
ぼ
く
は
学
校
へ
だ
σ
く
途
中
、
中
一
の

A
君
に
会
い
ま
し
た
。

一
お
は
よ
う
。
　
一

A
君
か
ら
元
気
な
声
か
か
え
一
・
て
き
ま

し
た
．
気
持
か
い
い
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
し
ぼ
・
つ
く
す
る
と
父
の
友
人

の
B
お
し
ヴ
・
㌔
ん
に
会
い
ま
し
た
、

「
　
・
　
　
」

、」ノ

林

何
の
声
も
あ
り
ま
せ
ん

ま
し
て
ぼ
く
が

一
わ
は
よ
う
こ
山
・
・
い
ま
す
．

と
一
［
つ
て
も
で
す
。

と
う
言
う
こ
と
で
し
ょ
う
か

睦H
下
の

人
か
あ
い
ふ
・
・
つ
を
し
指
導
者
の
大
人
の

人
か
あ
い
ぜ
、
、
つ
を
し
な
い
な
ん
て
こ
う

口
う
こ
と
て
し
．
あ
う
か
。
あ
い
・
Ψ
・
b
つ
セ
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↓
て
は
あ
）
ま
詳
、
　
ん
ほ
．
く
た
ち
は
、
弓

に
一
回
チ
リ
｝
、
）
ろ
い
を
し
て
い
ま
す
．

し
か
し
h
つ
こ
う
に
こ
み
よ
へ
・
）
ま
せ

ん
。
耳
穴
な
ご
に
つ
）
に
き
て
h
ろ
い

ろ
な
も
の
を
す
て
て
い
・
’
、
、
ま
す
。

う
ち
の
家
の
前
の
国
道
を
皆
い
人
か
と

ぼ
し
て
行
き
ま
す
。

　
ど
う
て
し
ょ
う
か
。
た
と
え
ば
ぼ
く

ら
が
宿
題
を
忘
れ
た
と
し
て
も
そ
れ
以

上
に
郷
土
を
よ
こ
し
た
り
郷
土
て
事
故

を
お
こ
し
た
の
で
ば
、
も
っ
と
責
任
が

あ
る
の
て
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
東
郷
町
人
づ
く
り
運
動
の
標
語
の
中

に
も

一　

汲
ﾐ
あ
う
一
つ
の
言
葉
コ
や
あ
お
は

よ
う
L
＝

「
「
お
は
よ
う
一
の
笑
顔
て
あ
け
る
東

郷
町
。
昌

と
い
う
、
り
っ
ぱ
な
言
葉
が
あ
る
け
ど

実
行
さ
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
ぼ
く
の
♪
め
と
希
望
は
こ
こ
に
あ
る

の
で
す
。

　
友
達
の
中
に
は
運
転
手
、
警
察
官
に

な
う
た
い
人
が
い
ま
す
が
ぼ
く
は
、
町

の
た
め
に
役
に
た
つ
よ
う
な
職
に
つ
く

こ
と
て
す
。
そ
う
町
長
に
な
る
こ
と
て

す
。
り
っ
ぱ
な
東
郷
町
に
し
た
い
の
で

す
。　

一
口
に
り
つ
ぼ
と
い
っ
て
も
む
つ
カ

し
い
て
す
か
、
一
つ
は
ま
ず

　
「
育
て
よ
う
家
か
ら
村
か
ら
花
の
郷

土
一　

「
花
い
つ
ば
h
運
動
す
す
め
て
明
る

い
郷
土
［

と
言
う
よ
う
に
人
つ
く
り
標
語
に
あ
る

よ
う
に
わ
か
家
か
ら
初
め
て
道
路
な
と

に
花
を
植
え
「
こ
の
町
は
き
れ
い
て
す

て
き
た
ね
え
一
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
し

た
い
の
で
す

　
．
一
つ
目
は
こ
の
町
か
ら
犯
罪
を
追
放

す
る
こ
と
て
す
．

　
よ
く
新
聞
に
東
臼
杵
郡
東
郷
町
の
と

こ
と
こ
と
言
う
の
を
見
か
け
ま
す
ぼ
く

の
家
の
前
の
道
て
は
よ
く
交
通
と
り
し

ま
り
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
い
っ
こ

う
に
へ
、
ま
せ
ん
、
警
察
か
い
る
と
ス

ヒ
ー
ト
を
お
と
し
て
、
い
な
い
と
も
う

ス
ヒ
ー
ト
て
か
け
て
い
㍉
、
・
ま
す
。

心
の
持
ち
か
た
て
す
。

　
三
つ
目
は
夜
間
に
す
く
㍉
・
－
て
く
れ
る

医
者
を
置
く
二
と
で
す
。

　
ぼ
く
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
「
ぜ
ん
そ

く
」
と
言
う
病
気
を
も
つ
て
い
ま
す
．

つ
い
こ
の
間
も
せ
き
こ
み
ま
し
た
。
こ

．
雛
鮎

‘

の
く
る
し
み
は
ぜ
れ
も
っ
か
つ
て
く
れ

な
い
て
し
ょ
う
．
．
丈
や
母
ば
心
配
し
医

者
に
電
話
し
ま
し
た
か
と
う
と
う
き
て

く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
．
．
ぼ
く
を
心
配
す

る
父
や
母
の
気
持
ち
ぼ
く
の
よ
う
な
子

と
も
を
持
つ
親
て
な
い
と
わ
か
ら
な
い

て
し
ょ
う
。
母
は
い
い
ま
す
．

「
か
わ
っ
て
や
れ
る
も
の
な
ら
　
　
｝

と
苦
し
む
病
人
の
た
め
に
夜
間
の
医
者

を
町
に
一
人
置
き
安
心
し
て
生
盾
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
て
す
，

　
現
実
と
あ
ま
う
か
け
よ
な
れ
て
い
ま

す
か
、
て
も
、
ぼ
く
は
か
な
ら
ず
）
め

を
実
現
尊
・
旨
せ
る
よ
う
か
ん
ぼ
り
ま
す
。

町
長
に
な
る
と
い
う
っ
め
を
大
玉
、
・
く
も

っ
て
今
ほ
く
は
か
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

東
郷
小
呂
子
校
山
ハ
年

　
私
は
、
小
学
校
の
先
生
に
、
絶
対
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
、
一
年
生
の
時
か
ら
、
考
え
て
い

ま
し
た
．
学
年
が
、
上
る
た
ひ
に
、
先

生
に
な
り
た
い
。
と
い
う
気
持
ち
が
、

大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
な
ぜ
、
先
生
に
な
り
た
い
の
か
と
い

う
と
、
今
ま
で
、
み
ん
な
が
し
ら
な
か

っ
た
こ
と
を
、
教
え
て
あ
げ
る
と
い
う

こ
と
は
、
わ
く
わ
く
し
て
、
と
て
も
楽

し
い
た
ろ
う
と
、
思
え
ま
す
、
そ
れ
に

み
ん
な
か
ら
、

「
先
生
。
先
生
．
．
↑

と
、
し
た
わ
れ
る
の
て
、
う
れ
し
く
思

え
る
か
ら
で
す
。

寺

田

富

美

　
こ
の
二
つ
か
、
主
な
理
由
て
す

　
今
ま
で
、
習
っ
た
先
生
を
、
考
え
て

み
る
と
、
あ
る
友
達
が
、
算
数
か
、
斗
、
・

ら
い
た
っ
た
の
を
、
好
｝
↓
魑
に
し
て
く
た

き
い
ま
し
た
。
そ
の
先
生
の
よ
う
に
、

き
ら
い
ぜ
っ
た
科
目
を
、
好
き
に
し
て

あ
げ
る
よ
う
な
、
先
生
に
、
な
う
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
両
親
は
、

　
「
先
生
に
な
り
た
い
と
い
う
人
は
、

た
く
き
ん
い
て
あ
ま
っ
て
い
る
　
先
生

の
免
許
は
、
も
っ
て
い
て
も
、
て
き
な

い
人
は
だ
く
き
ん
い
る
と
よ
．
」

と
言
い
ま
す
　
先
生
に
な
る
の
は
、
む

ず
か
し
い
と
い
う
こ
と
を
、
教
え
て
く

れ
♂
」
い
ヴ
Q
の
一
一
》
」
田
ひ
い
ψ
柔
♪
4
　
　
’
、
3
u
私

は
、
か
ん
犀
公
・
て
、
と
て
も
す
ば
・
つ
し

い
、
先
生
に
な
る
つ
も
う
で
す
、

　
ま
ず
、
先
生
に
な
る
た
め
に
は
、
勉

強
を
、
い
一
．
し
レ
｝
う
す
ん
め
い
に
し
な

い
と
、
い
け
ま
せ
ん
．
私
に
は
、
そ
れ

か
、
今
で
き
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
．

　
き
ら
い
な
科
目
ま
、
な
か
な
か
勉
強

し
な
い
し
、
ま
た
、
好
｝
、
－
な
科
目
ゼ
っ

た
ら
、
自
分
か
ら
進
ん
で
と
ん
と
ん
勉

強
を
し
て
い
ま
す
　
こ
の
よ
う
な
、
か

た
よ
っ
た
勉
強
で
は
、
い
ナ
な
い
と
思

い
ま
す
　
き
ら
い
な
科
目
に
も
っ
と
、

力
を
入
れ
て
勉
強
し
な
く
て
よ
、
い
ナ

な
い
の
て
は
、
な
い
て
し
よ
う
か

　
て
も
近
ご
ろ
は
少
し
よ
く
な
っ
て
き

た
と
、
思
い
ま
す
．

　
そ
れ
は
、
勉
強
時
間
を
計
画
し
、
や

一・

ｽ
こ
と
を
記
録
す
る
．
生
盾
表
を
見

る
と
、
か
た
よ
っ
て
、
勉
強
し
て
い
る

の
か
、
わ
か
り
ま
す
．
ゼ
か
ら
、
気
を

付
す
て
、
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　
も
っ
と
、
か
ん
ば
つ
て
勉
強
し
な
く

爆
『

て
圭
、
先
生
に
な
る
の
ば
、
♪
、
」
ず
か
し

い
と
思
い
ま
す

　
今
か
ら

　
一
も
し
、
宿
題
を
や
ハ
ノ
て
二
な
か
r
ノ

た
人
か
い
た
・
？
）
た
せ
レ
美
う
か
な
．
1
、

も
、
全
員
か
、
悟
題
を
、
や
っ
て
㍉
、
・
て

く
れ
た
ら
う
れ
し
い
な
　
一

こ
う
考
え
る
と
、
わ
く
わ
く
し
て
㍉
・
・
ま

す
　
し
か
し
、
勉
強
た
け
て
な
く
、
や

・岬

E
」
し
藁
鳶
」
も
、
必
要
｝
一
な
っ
て
き
ま
す

ム
コ
、
　
一
部
の
人
に
、
　
レ
り
玉
つ
》
」
｝
、
；
つ
淑
り

れ
て
い
ま
す
、

　
例
え
f
、

　
「
い
し
つ
る
す
る
．
、
一

　
「
仲
間
は
す
れ
に
す
る
．
一

な
と
の
、
理
由
て
、
私
を
｝
、
ら
っ
て
h

る
の
セ
と
、
思
っ
て
い
ま
す
．

　
私
は
、
み
ん
な
か
ら
、
』
頼
山
・
㌔
れ
る

よ
う
に
、
な
り
た
い
と
、
田
ひ
っ
て
h
ま

す
。　

今
か
ら
、
か
ん
ぱ
つ
て
、
と
て
も
、

す
ば
ら
し
い
先
生
に
な
り
た
い
と
田
｝
ノ

て
い
ま
す
。

東
郷
小
、
～
校
六
年

　
ぼ
く
の
夢
と
希
望
は
「
自
分
た
ち
の

生
地
を
改
善
す
る
一
と
い
う
こ
と
て
す

　
そ
こ
で
次
の
二
つ
の
こ
と
に
つ
い
て

一3ホ

m
＼
の
考
，
凡
’
を
述
へ
’
㌦
・
昌
ま
♪
9

一
、
東
郷
小
の
生
盾
を
豊
か
に
す
る
こ

　
〉
」二

、
農
家
の
問
題
を
改
善
す
る
こ
と

　
ま
ず
第
一
の
学
校
生
野
を
曹
．
か
に
す

関

口

ム
ロ
2

喜

る
と
い
う
こ
と
て
す

　
ぼ
く
は
、
九
月
に
全
校
委
員
に
進
ん

で
存
候
補
し
ま
し
た
　
そ
れ
は
、
自
分

た
ち
の
学
校
生
玉
を
少
し
で
も
よ
く
す

る
た
め
に
と
考
え
た
か
ら
て
す
　
み
ん

な
も
ぼ
く
の
気
持
を
理
解
し
て
く
れ
た

た
め
牌
歩
く
は
全
校
委
員
長
に
当
選
し
ま

し
た
。
今
て
も
そ
の
気
象
は
変
わ
り
ま

町報とうこう（9）

せ
ん
。

　
毎
朝
学
校
に
来
る
と
朝
の
扇
動
を
始

め
る
。
校
内
の
清
掃
、
花
ぜ
ん
の
せ
わ

そ
し
て
授
業
の
チ
ャ
イ
ム
か
な
る
と
朝

自
習
の
指
導
に
と
て
き
る
セ
け
学
校
を

よ
く
す
る
た
め
の
盾
動
を
工
夫
し
て
や

っ
て
い
ま
す
。

　
運
動
で
も
ノ
ワ
ト
の
キ
わ
フ
テ
ノ
と

し
て
貢
任
を
果
た
せ
た
と
思
い
ま
す
．

　
学
校
の
み
ん
な
も
努
力
し
て
く
れ
て

ま
す
　
ま
た
自
分
て
も
勉
強
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
き
ら
い
な
勉
強
も
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
．
．
私
は
自
分
を
み

つ
め
問
題
を
解
決
す
る
努
力
を
す
る
こ

と
か
、
非
常
に
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
最
上
級
生
と
し
て
し
っ

か
’
）
か
ん
ば
つ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　

次
に
農
家
の
問
題
を
改
善
す
る
こ
と

に
つ
い
て
述
へ
て
み
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
こ

と
て
す
が
、
ぼ
く
の
家
は
農
家
で
毎
日

属
。
ッ
轡

傭　
、
　
噸

蟻

父
母
や
祖
母
か
働
い
て
い
ま
す
　
父
は

夜
に
は
、
旭
コ
ー
1
に
つ
と
め
て
い
ま

す
、
農
業
の
叫
、
）
ま
な
時
は
、
石
材
店
に

も
っ
と
め
て
い
ま
す
　
昼
も
夜
も
つ
と

め
て
い
る
の
て
大
変
セ
ろ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
農
業
ゼ
け
て
は
、
生
盾
て

き
な
い
か
ら
た
と
思
い
ま
す
　
こ
れ
は

大
き
な
問
題
て
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
、
農
業
た
け
て
も
生
石
て
き
る
よ
う

に
こ
れ
か
ら
は
し
て
い
か
な
げ
れ
ぼ
い

け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
、

　
そ
こ
て
ぼ
く
の
夢
は
宮
大
の
農
学
部

に
は
い
り
品
種
改
良
と
か
を
勉
強
し
て

農
業
問
題
に
と
り
く
ん
で
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す

　
そ
の
こ
と
か
東
郷
町
を
よ
く
す
る
こ

と
で
あ
り
、
日
本
を
豊
か
に
す
る
こ
と

に
も
つ
な
か
る
と
思
っ
て
い
ま
す
．

　
こ
う
）
う
考
え
を
も
っ
て
し
っ
か
り

か
ん
ば
つ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
．

坪
谷
小
学
校
六
年

　
私
は
今
、
一
生
け
ん
命
剣
道
を
や
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
目
的
は
、
心
身
の
た

ん
れ
ん
、
根
性
作
り
、
礼
儀
を
身
に
つ

け
る
た
め
て
す
．

　
指
導
し
て
く
た
さ
る
先
生
は
、
坪
谷

駐
在
所
の
松
田
先
生
で
す
．
松
田
先
牛

は
、
練
習
の
と
き
は
た
い
へ
ん
き
び
し

い
先
生
て
す
。
し
か
し
練
習
以
外
の
と

き
は
、
た
い
へ
ん
お
も
し
ろ
く
、
》
．
・
っ

日

高

美

記

ば
り
し
た
よ
い
先
生
て
す
。
と
き
と
㍉
、
・

練
習
が
始
ま
る
前
に
、
剣
道
て
や
く
に

た
つ
、
手
足
を
つ
か
っ
た
ケ
ー
ム
を
し

た
う
し
ま
す
。

　
練
習
の
始
ま
る
前
に
、
体
ム
弓
館
の
そ

う
し
を
し
、
そ
れ
か
ら
練
習
を
始
め
ま

す
　
す
ふ
り
、
う
き
き
と
び
、
め
ん
う

ち
、
こ
て
う
ち
、
か
か
p
，
デ
い
こ
な
と

を
や
’
，
ま
す
。

　
た
ま
に
は
、
練
習
し
あ
い
も
や
’
）
ま

す
　
そ
の
と
き
、
私
よ
り
背
の
高
い
人

に
あ
た
る
の
は
、
と
て
も
、
苦
手
て
す

心
の
中
で
は
こ
ん
と
こ
そ
勝
っ
て
や
る

と
思
っ
て
か
ん
ば
り
ま
す
か
、
何
回
や

つ
て
も
ま
け
て
し
ま
い
ま
す
　
そ
の
と

き
は
、
く
や
し
く
て
、
く
や
し
く
て
た

ま
り
ま
せ
ん
。
た
ま
に
は
こ
て
な
と
も

ら
い
青
く
あ
｝
．
、
か
て
ミ
ー
と
て
も
い
た
く

な
み
た
が
出
そ
う
に
な
り
ま
す
か
、
ブ

ノ
ト
が
ま
ん
し
ま
す
。

　
こ
ん
な
め
に
あ
い
な
か
ら
も
剣
道
を

や
っ
て
い
る
私
か
ふ
し
㌔
・
・
に
な
’
）
ま

す
。　

ま
た
す
ふ
－
ユ
」
．
百
同
の
と
き
な
と
は

あ
せ
は
出
る
し
、
う
で
か
っ
か
れ
て
、

へ
ん
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す

こ
の
よ
う
な
き
び
し
い
練
習
を
一
時
間

つ
づ
け
パ
時
半
に
終
り
ま
す
．
．
そ
し
て

せ
い
れ
つ
し
、
め
ん
を
と
，
，
、
も
く
そ

う
を
し
ま
す
。
そ
の
後
全
員
て
、
体
倉

館
を
．
A
聾
、
・
ま
す
。
こ
れ
て
一
日
の
練
習

か
お
わ
り
ま
す
。
そ
し
て
自
転
車
で
帰

え
る
私
の
気
分
は
、
そ
う
か
い
で
す
。

ま
た
家
に
帰
っ
て
食
へ
る
こ
飯
は
、
お

い
し
い
し
、
お
ふ
ろ
に
入
り
あ
せ
を
な

か
し
た
あ
と
も
函
・
」
い
こ
う
て
す
、

　
私
は
、
こ
う
ゆ
う
一
日
を
す
こ
し
て

い
ま
す
が
、
た
ま
に
は
い
や
に
な
り
、

練
習
を
さ
ぼ
り
た
い
気
持
に
な
り
ま

す
。
て
も
五
時
ち
か
く
に
な
る
と
、
足

か
、
自
然
に
剣
道
の
練
習
か
あ
る
体
育

館
の
方
に
む
い
て
し
ま
い
ま
す
。
て
も

終
っ
た
後
今
日
も
練
習
を
し
て
よ
か
っ

た
な
あ
と
思
い
ま
す
．
、

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
今
す
く
、
や
く

に
た
つ
と
は
、
思
い
ま
せ
ん
か
、
こ
れ

か
ら
先
、
き
っ
と
何
か
の
や
く
に
た
つ

と
思
い
ま
す
．
こ
れ
か
ら
も
剣
道
を
つ

づ
ナ
、
中
学
牛
に
な
っ
た
ら
、
初
段
を

と
う
、
将
来
、
礼
儀
正
し
い
人
に
な
り

鰹
ド

楽
し
い
毎
日
を
す
こ
し
て
い
㍉
、
、
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
私
の
夢
と
希
望
て

す
。

坪
谷
小
学
校
ハ
年

　
ぼ
く
た
ち
は
、
今
、
学
校
て
一
牛
県

命
勉
強
し
て
い
ま
す
．
ぽ
、
く
た
ち
に
と

r．

ﾄ
は
、
W
イ
校
の
勉
強
か
一
番
大
切
な

こ
と
セ
と
思
い
ま
す
．

　
し
か
し
、
余
》
成
績
の
良
く
な
い
イ

や
、
も
r
ノ
と
勉
強
し
た
い
子
供
達
の
た

め
に
、
ロ
．
く
ば
、
学
習
塾
の
塾
長
に
な

っ
て
教
え
た
い
の
て
す

　
寧
．
く
た
ち
か
い
く
ら
塾
に
行
き
た
く

て
も
、
日
向
ま
て
い
か
な
く
て
は
、
い

け
な
い
の
で
塾
に
は
、
行
け
ま
せ
ん

　
町
の
了
供
は
、
塾
て
学
ん
で
い
る
の

て
と
ん
と
ん
成
績
か
良
く
な
一
・
て
い
る

の
て
す

　
そ
二
て
ぼ
く
は
、
坪
谷
地
区
て
熟
を

開
い
て
、
町
の
子
供
達
の
学
力
水
準
を

ト
回
り
た
い
の
で
す
。
町
の
塾
と
、
！
丁
力

を
比
へ
ま
す
と
悪
い
時
は
、
努
力
心
を

感
し
ま
す
し
、
良
い
時
は
も
（
・
と
良
く

な
ろ
う
と
か
ん
ま
る
は
ず
で
す

　
ぼ
く
は
、
収
入
に
関
係
な
く
一
人
て

・
も
多
く
の
、
子
供
た
ち
に
学
力
を
伸
ば

し
て
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
か

坪
谷
地
区
に
塾
を
開
く
も
う
一
つ
の
理

由
は
、
緑
に
か
こ
ま
れ
た
所
に
住
み
た

い
か
ら
て
す
　
空
気
は
、
き
れ
h
セ
し

川
は
美
し
い
か
ら
て
す

田

中

智

雄

　
自
由
牧
水
先
生
を
育
て
た
、
P
か
》

の
地
、
坪
谷
に
一
牧
水
二
一
と
い
う
名

前
の
塾
を
開
き
た
い
と
思
い
ま
す

　
現
在
、
坪
谷
小
学
校
体
育
館
の
中
に

　
牧
心
館
し
と
一
［
う
剣
道
の
道
場
か
あ

り
ま
す
。
ぼ
く
は
、
牧
心
館
て
体
と
心

を
》
、
・
た
え
、
牧
水
塾
て
頭
を
き
た
え
た

・
つ
良
い
と
思
い
ま
す

　
こ
う
し
て
坪
谷
地
区
の
子
供
達
は
体

も
心
も
、
㍉
、
・
た
え
ら
れ
て
す
ば
ら
し
い

入
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
．
．

　
ぼ
く
は
、
塾
長
に
な
る
た
め
に
今
か

ら
一
生
県
命
か
ん
ぼ
’
・
て
、
良
い
教
育

大
学
を
出
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

他
の
人
か
ら
喜
こ
ば
れ
、
は
ず
か
し
く

な
い
塾
長
に
な
，
，
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ぼ
く
の
夢
と
希
望
て
す
。

・
解
漁
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弓
田

　
　
函

　
　
軋

越
表
小
学
校
六
年新

野

美

香

町報とうこう

　
私
の
夢
と
希
望
は
、
保
母
さ
ん
に
な

る
こ
と
て
す
。
そ
れ
は
、
私
が
小
学
五

年
の
時
に
宮
崎
に
行
く
と
ち
つ
う
て
し

た
。
坪
谷
の
保
育
園
の
庭
て
保
母
さ
ん

と
子
供
か
い
っ
し
よ
に
あ
そ
ん
て
い
る

の
を
見
て
私
は
、
　
「
保
母
き
ん
と
い
う

仕
事
は
、
い
い
な
あ
。
［
と
思
い
ま
し

た
。
そ
れ
か
ろ
私
は
、
保
母
さ
ん
に
な

ろ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。
保
母
き
ん
か

し
ん
、
顎
ん
に
な
っ
て
子
供
に
い
ろ
い
ろ

と
お
し
え
て
や
っ
て
い
る
の
を
み
ま
し

た
　
そ
れ
に
り
づ
供
か
わ
ん
わ
ん
な
い
て

る
の
を
保
母
》
．
、
ん
か
な
ん
と
か
な
き
や

カ
ル
・
三
、
「
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
み

ま
し
た
　
保
母
さ
ん
に
な
る
と
四
二
も

あ
る
と
思
う
け
と
小
さ
な
子
供
た
ち
と

一
日
か
楽
し
く
く
ら
せ
る
の
で
よ
い
と

思
い
ま
す
，
私
の
し
り
あ
い
の
お
姉
さ

ん
は
、
今
保
母
さ
ん
の
勉
強
を
い
っ
し

ょ
う
け
ん
め
い
や
っ
て
い
ま
す
．
．
そ
れ

を
見
る
と
保
母
さ
ん
に
な
る
ま
で
に
は

い
る
い
う
と
勉
強
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
た
h
へ
ん
セ
と
思
い
ま
す
。
け
れ
と

私
は
か
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
お
姉
さ
ん
に
き
い
て
み
る
と
保
母
↓
・
・

ん
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
て
も
た

い
へ
ん
だ
そ
う
て
す
　
そ
れ
は
、
オ
ル

カ
ノ
の
練
習
や
、
体
育
、
国
語
、
英
語

な
と
の
へ
ん
｝
、
・
・
小
う
も
あ
っ
た
、
、
ま

た
子
供
か
な
い
た
う
す
る
の
て
こ
ま
っ

た
う
す
る
こ
と
が
あ
る
そ
う
て
す
。
し

か
し
そ
ん
な
こ
と
か
あ
っ
て
も
私
は
、

子
供
か
好
き
セ
か
ら
か
ん
ば
ろ
う
と
い

う
決
心
を
も
つ
て
や
う
導
き
ま
す
。
そ

れ
に
保
母
さ
ん
に
な
る
の
な
ら
何
事
も

く
し
け
ず
に
し
た
い
で
す
．

　
保
母
さ
ん
に
な
る
た
め
に
は
、
高
校

を
出
て
短
大
を
出
な
け
れ
ば
な
う
ま
せ

ん
．
だ
か
ら
、
今
か
ら
も
っ
と
も
っ
と

勉
強
を
し
て
が
ん
ば
う
た
い
と
思
い
ま

す
．　

私
の
家
は
、
学
校
か
ら
一
．
一
キ
ロ
は
な

れ
て
い
ま
す
。

　
私
の
母
と
父
は
両
力
と
も
仕
事
に
行

っ
て
て
帰
る
の
か
い
つ
も
お
そ
く
な
う

ま
す
。
そ
れ
で
私
が
す
い
し
を
し
て
い

ま
す
。
五
時
こ
ろ
家
に
つ
い
て
そ
れ
か

ら
す
い
し
を
す
る
の
で
こ
は
ん
を
食
へ

　
　
　
　
　
織
彗

　
　
　
　
耀

　　

@　

@　

@，

　
ぼ
く
は
、
大
き
く
な
っ
た
ら
、
な
う

た
い
ゆ
め
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
か
、

中
で
も
、
特
に
考
え
て
い
る
事
は
、
次

の
事
で
す
、
、

　
ま
ず
、
ぼ
く
は
、
今
年
か
来
年
中
に

陸
上
競
技
の
中
に
あ
る
千
M
走
で
ゆ
う

勝
す
る
Φ
め
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
ゆ
め
は
、
今
任
実
現
し
ま
し
た

さ
ら
に
、
来
年
は
大
会
新
記
録
を
作
》

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ゆ
め
を

持
ち
出
し
た
の
は
、
三
年
の
時
、
ラ
ス

る
の
か
七
時
こ
ろ
て
な
｝
）
ま
す
　
パ
時

こ
ろ
か
ら
勉
強
を
し
て
い
ま
す
　
ひ
る

ま
の
っ
か
れ
て
、
や
め
よ
う
か
と
思
う

と
き
も
あ
，
）
ま
す
。
け
れ
と
、
保
母
き

ん
に
な
る
に
は
、
今
て
も
一
．
一
時
間
以
ト

は
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す

　
八
時
こ
ろ
か
ら
勉
強
を
始
め
る
と
終

わ
る
の
か
十
一
時
す
き
に
な
り
ま
す

た
か
ら
お
き
る
の
か
つ
ら
い
て
す
　
て

も
保
母
さ
ん
に
な
る
と
い
う
夢
を
実
現

き
せ
る
に
は
今
か
ら
か
ん
ば
ら
な
い
と

い
け
な
い
と
気
を
と
り
な
お
し
て
か
ん

ば
つ
て
い
ま
す

　
今
か
ら
は
、
保
母
さ
ん
の
勉
強
を
し

て
い
る
お
姉
さ
ん
や
母
に
い
ろ
い
ろ
教

え
て
も
ら
っ
て
か
ん
ば
う
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
大
人
に
な
っ
た
ら
）

つ
ば
な
た
れ
に
も
ま
け
な
い
保
母
き
ん

に
な
つ
、
子
供
た
ち
に
い
う
な
こ
と
を

た
く
き
ん
教
え
、
）
つ
ば
な
お
と
な
に

な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
．
、

越
表
小
学
校
五
年

　口

本

正

和

ト
で
か
ん
ば
つ
、
も
う
す
こ
し
て
一
位

に
な
れ
そ
う
セ
つ
た
か
、
お
し
く
も
二

位
に
な
っ
た
事
と
、
今
年
の
運
動
会
の

千
M
て
Φ
う
撰
し
た
か
ら
て
す
．
そ
の

事
を
き
っ
か
け
に
、
ぼ
く
は
毎
日
受
く

の
家
か
ら
、
里
、
松
の
停
留
所
ま
て
、
全

速
力
て
走
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
練
習

を
始
め
た
時
に
は
、
苦
し
か
っ
た
て
す

　
し
か
し
、
も
う
す
つ
か
う
な
れ
、
苦

し
く
あ
p
）
ま
せ
ん
。
何
唆
も
、
や
め
よ

う
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
か
、

至
く
は
、
あ
き
・
つ
め
す
か
ん
よ
，
ま
し

た
，
そ
し
て
T
M
走
て
優
肱
を
し
た

そ
れ
て
今
度
は
、
大
会
新
記
録
を
め
｝
、
・

し
て
き
ら
に
練
習
を
つ
み
、
朝
は
、
黒

松
ま
て
全
速
力
、
夕
力
は
か
ま
え
の
ず

い
道
ま
て
、
毎
日
、
走
り
続
ナ
た
い
と

思
い
ま
す
．

黒
松
ま
て
は
、
一
二
百
M
・
こ
つ
い
あ
う

ず
い
道
ま
て
は
、
四
千
M
・
こ
つ
い
あ
－
）

ま
す
，
二
の
練
習
を
、
毎
日
続
げ
る
争

は
、
非
常
に
つ
ら
い
か
、
ぼ
く
は
、
出

来
る
た
け
努
力
を
す
る
こ
と
を
、
心
か

｝
ノ
て
行
｝
・
～
に
い
と
思
い
ま
す

　
そ
し
て
、
高
校
に
行
一
ノ
た
っ
、
県
一
、

ゆ
う
し
p
う
な
業
績
を
あ
デ
、
国
体
に

出
た
い
と
層
い
ま
す
．
山
・
・
う
に
、
国
体

の
長
き
ょ
り
に
出
て
、
そ
う
兄
弟
の
記

録
を
破
り
、
P
う
勝
し
て
、
今
肢
は
オ

リ
ン
ピ
ソ
ク
に
出
た
い
と
冒
い
ま
す

オ
リ
ン
ヒ
ソ
う
ま
て
も
♪
う
嘉
し
た
い

と
思
い
ま
せ
ん
か
、
揖
界
に
、
と
ん
な

強
敵
か
い
る
か
、
知
る
、
せ
一
．
こ
う
の

チ
ャ
ン
ス
て
す
．
し
か
し
、
オ
リ
ノ
ヒ

ノ
ラ
に
出
る
ま
て
に
は
し
D
う
く
，
］
と
努

力
、
そ
し
て
、
き
へ
）
し
い
特
訓
に
た
え

る
［
体
一
か
必
要
て
す
．
そ
の
た
め
に

は
、
す
き
｝
、
・
ら
い
を
な
く
し
、
体
力
を

作
ら
な
げ
れ
ば
い
ナ
ま
せ
ん
　
そ
れ
に

コ
ー
チ
を
し
て
も
ら
う
先
生
も
必
要
セ

と
思
い
ま
す
　
せ
い
し
ん
㌧
よ
く
み
体

力
な
と
を
身
に
つ
け
る
に
は
小
｝
・
へ
時

か
ら
の
た
ゆ
ま
ぬ
練
習
か
さ
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
ぼ
く
は
、
こ
の
D
め
の
実
現
を
め
一
、
、

し
て
、
出
来
る
か
｝
・
こ
）
の
努
力
を
し
、

一
日
一
日
を
、
大
事
に
し
て
い
｝
蟻
魑
た
い

と
思
い
ま
す

蜘
鶉
簾
餐
欄

　
　
　
　
　
　
　
／
　
　
　
　
　
ピ

地
震
災
害
に
備
え
よ
う

　
科
学
か
進
歩
し
す
く
に
災
害
の
予
知

俸
胡
か
た
て
ら
れ
る
時
代
て
す
か
、
地

震
九
け
は
例
外
て
す
　
地
農
は
全
く
予

知
予
告
も
な
く
突
鉄
、
発
牛
す
る
訳
て
そ

の
対
策
は
全
く
く
わ
セ
て
よ
う
か
な
い

訳
て
す
か
、
地
喪
そ
の
も
の
又
一
．
．
次

笈
占
に
虻
る
被
占
か
多
い
こ
と
は
事
実

て
す
　
そ
の
防
H
の
た
め
に
、

［
1
ま
す
火
の
始
末
　
つ
一
あ
わ
て
て
外
こ

飛
ひ
歪
な
h
　
（
邑
避
難
よ
歩
い
’
、
　
ユ

山
津
岐
や
か
O
朋
れ
に
注
凸
」
す
る
　
，

日
頃
の
心
得
と
し
て
（
フ
ロ
ヘ
ノ
4
2
固

定
、
避
難
の
忠
順
を
考
え
て
お
く
、
非

常
持
出
を
考
え
て
お
く
、
火
事
に
備
え

て
用
水
の
準
備
）
な
と
か
必
要
て
す

「
備
え
あ
れ
ぼ
憂
い
な
し
一
心
の
章
備

セ
ナ
て
も
し
て
お
｝
、
魑
ま
し
一
｝
う

飲
酒
運
転
絶
滅
月
間

　
更
生
二
弓
よ
飲
樽
運
転
取
締
》
の
月

間
’
、
、
検
挙
’
、
、
れ
る
と
新
聞
て
氏
名
を

報
道
き
れ
る
こ
と
こ
な
っ
て
’
ま
す

　
時
任
暮
れ
の
法
脚
下
’
、
処
分
か
き
つ

ノ
＼
な
っ
た
の
こ
も
か
か
わ
ら
す
、
ま
七

酒
飲
み
前
転
か
後
を
断
ち
ま
せ
ん
　
、

つ
も
ヅ
．
て
い
る
と
わ
う
、
中
か
私
七

レ
つ
の
円
疋
代
う
に
八
写
’
・
♪
」
現
ム
コ
、
　
免
爵
由
朕

消
し
は
、
自
分
の
足
か
な
く
な
’
・
た
の

と
挺
し
て
は
な
い
て
し
p
玉
う
か
つ

　
酒
酔
い
連
転
は
重
大
事
故
に
も
？
．

か
b
ま
す
　
町
民
の
皆
山
、
・
ん
、
爵
酒
連

年
ゼ
す
は
絶
廿
に
し
な
h
よ
つ
二
し
て

く
’
；
・
＼
　
　
（
山
陰
雲
察
官
駐
在
所
）

戸前とうこう
（11）

木製ポンプ

墨
打レ

趣
・

』

　田1消防団第10部（黒田為正部長

・部員24名一田野区）の器庫に，ま

腕用ホノフか保存きれています

　このきノブは一登龍水一の銘て

明治28年4月新調と記されていま

すが、木製てあり現存するボンフ

てま町最占と思われます

　話ては、田野区に動力式のホノ

フが配備きれた昭和27年以降も使

用したとのことてすのて、明治、

大正、昭和の二代にわたって盾躍

したことになづます、

すぐ実行

　坪谷区に一うったちや田」艮会一

ぐ那須勝美会長・会員17名・顧問

松田行聖さん）か発足しました．

　一うったちゃちよい会．と読み

ますか、小さなことてもよいから

何か地区の発展に協力しようてま

ないかと発足したものてす，

　会の名のとおり、決定したらす

く実行するのがモノトーてすか、

1月14日に，ま早速、区内の各所に

世帯案内板を設置しました。

＜

へ
解

題：耀諏
灘

｛　牧

�
謳
ｶ
の
生
涯
（
八
）

　撫
繕
鰯
雛

適
、
竃
め
、
つ
墾
、
同
校
人
・
ξ
決
心

ヂ
し
ま
し
た
、
し
か
し
、
家
連
傾
、
た

母
今
日
父
渓
学
琴
出
す
余
裕
な
ノ
、

ψ
山
陰
の
叔
父
に
も
資
刀
は
な
く
・
そ

｛れ

ﾈ
外
は
長
姉
の
夫
河
野
佐
二
郎

愉
刃
灰
姉
の
主
人
ム
コ
西
L
［
郎
氏
の
．

チ
人
か
あ
る
セ
↓
ノ
て
す
か
、
ん
’
西
は
当

篤
小
学
校
長
、
動
些
、
い
た
が
薄
給

ザ
て
子
供
か
多
く
学
資
の
補
助
ま
望
み

7
、
残
る
は
奪
都
農
の
義
兄
の
み

欝
遜
欝
耶
縫
調

「
甚
ゼ
甕
、
に
妖
へ
共
兼
餐
、
母

デ
よ
》
も
お
願
・
、
し
申
せ
し
小
牛
か
目
的

蕎
転
礎
鯉
縫

灘
湿
熱

　
て
如
何
に
す
＼
、
、
が
小
生
心
魂
迷

篤
候
劣
好
亘
出
番

　
錨
鱈
㌦
二
進
葛
皮

母
ろ
い
ろ
あ
る
う
ち
多
一
箪
生
や
ま

ご
知
人
な
と
と
も
相
談
丹
こ
結
果
東

》デ一
「
　
r
－
2
－
　
　
　
一
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
’
　
　
〆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ

星
の
甲
稲
田
大
～
か
一
番
小
硅
に
適
毒

怠
｝
つ
・
か
ゑ
三
事
に
御
〉

座
候
、
早
稲
田
大
学
は
年
限
四
か
夕

半
て
そ
こ
を
斌
，
閲
し
一
は
少
く
と
3
っ
、

月
に
六
十
円
内
外
、
土
月
給
を
得
ら
る
ヂ

へ
》
、
事
こ
御
座
候
，
　
　
　
　
　
　
へ

斯
く
今
よ
う
進
み
行
く
へ
き
守
校
ヂ

は
占
疋
り
候
へ
辻
ハ
』
疋
ま
・
っ
の
は
例
の
W
チ
へ

資
金
の
義
に
有
え
こ
れ
ま
か
う
は
小
デ

牛
い
か
や
・
・
遇
す
事
吐
．
∴

，
、
こ
薮
日
間
、
費
人
の
や
う
に
3

、
心
、
甲
瓦
し
め
居
）
申
候
、
親
は
御
直

し
老
人
の
一
に
極
め
て
の
貧
乏
に
て
“

親
類
と
申
し
て
も
い
す
れ
も
以
た
つ
ヂ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奇
た
り
の
貧
乏
揃
サ
、
）
に
て
た
セ
カ
に
噌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ

わ
頼
－
）
申
す
は
兄
卜
斗
、
㌔
ま
の
み
に
〃

候
、
今
ま
で
と
下
三
通
り
な
ら
ね
～
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ

」ね

潟
ﾑ
…
隊
ド
」
相
吸
》
聴
し
⊥
↓
浜
ハ
」
斯
ウ
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

事
わ
願
唱
、
）
申
す
は
あ
ま
り
鉄
面
皮
奴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

と
考
へ
ら
れ
候
も
は
か
、
つ
れ
す
候
へ
へ

共
小
生
只
ム
F
こ
の
ナ
お
ま
に
て
学
業
を
”

1
1
め
て
ま
今
ま
で
の
勉
強
か
何
の
益
“

に
も
た
た
す
仮
　
　
　
　
　
　
　
　
チ

　
何
と
ぞ
人
一
人
助
く
る
と
円
し
し
召
噌

し
て
今
よ
う
四
年
あ
ま
う
の
問
・
乞

や
痴
助
勢
な
し
ド
さ
れ
度
一
不
虹

繁
伏
・
て
願
・
あ
デ
・
∵
つ
せ
∴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
月
下
略
）
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
塩
月
儀
市
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　　　　、　　　一　　“デ

／
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町鳶とうこう

　　　　　　　　　’’”9　　　　　　　　一’　　　　　　　”一　　　　　　一”　　　　　”自　　　　一”r　　’ダ厘　一　”　，”　一

お
し
ら
せ＿ご嶺

町
職
員
採
用
試
験

馳

一一’ノ”ノー一’’’”一一’’’”一一’’’”一一’顎

　
町
職
員
の
採
用
試
験
が
、
つ
y
、
・
の
要

領
で
実
施
｝
．
、
れ
ま
す
．

7
種
別
、
人
員

　
看
　
一
．
．
．
。
　
婦
　
2
名

　
幼
稚
園
職
員
　
1
名

7
受
験
資
格

　
一
、
看
護
婦

　
　
〔
逸
看
護
婦
、
准
看
護
婦
の
免
許
取

　
　
　
得
者
ま
た
は
昭
和
5
4
托
，
4
月
ま

　
　
　
で
に
取
得
見
込
の
者

　
　
ρ
・
．
年
令
　
昭
和
3
1
年
4
月
2
日
か

　
　
　
　
　
ら
昭
和
5
5
托
，
4
月
1
日
ま

　
　
　
　
　
で
の
間
に
生
れ
た
者

　
二
、
幼
稚
園
職
員

　
　
丁
幼
稚
園
教
諭
普
通
免
許
状
（
2

　
　
　
級
以
上
）
所
有
者
ま
た
は
昭
和

　
　
　
5
4
年
3
月
末
ま
で
に
取
得
見
込

　
　
　
の
者

　
　
了
一
年
令
　
昭
和
2
9
年
4
月
2
日
か

　
　
　
　
　
ら
昭
和
3
4
年
4
月
1
日
ま

　
　
　
　
　
で
の
間
に
生
れ
た
者

▽
試
験
方
法

　
一
、
看
護
婦
己
作
文
、
面
接

　
二
、
幼
稚
園
職
員
畦
．
．
国
語
、
数
学
、

　
　
　
　
社
会
、
保
育
、
作
文
、
面
接

［
、
試
験
日
時
、
場
所

　
昭
和
5
4
年
2
月
1
8
日
　
午
前
1
0
時

　
中
央
公
民
館
二
階
会
議
室

▽
申
込
み
手
続
』
・
－

　
希
望
者
は
、
自
筆
履
歴
書
（
三
ケ
月

　
以
内
に
撮
っ
た
写
真
を
添
付
）
を
期

　
日
ま
で
に
、
幼
椎
園
職
員
は
町
教
育

　
委
員
会
、
看
護
婦
は
東
郷
病
院
事
務

　
局
に
提
出
し
て
く
ゼ
き
い
．
、
郵
送
で

　
も
可
（
そ
の
場
合
連
絡
先
を
明
記
）

フ
受
付
期
限
　
昭
和
5
4
年
2
月
1
0
日

フ
詳
細
は
町
教
育
委
員
会
、
町
立
病
院

　
事
務
局
に
お
た
ず
ね
く
ゼ
斗
、
・
い
．
．

幼
稚
園
児
を
募
集

　
東
郷
、
坪
谷
、
日
影
（
四
月
開
園
）

幼
稚
園
の
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

　
希
望
者
は
、
町
教
育
委
員
会
事
務
局

に
申
込
ん
で
く
ゼ
き
い
．
．

フ
入
園
資
格

　
　
　
町
内
の
通
園
可
能
な
地
区
に
居

　
　
住
す
る
、
満
4
歳
と
5
螺
の
幼
児

　
　
（
昭
和
4
8
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

　
　
5
0
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
れ
た
幼

　
　
児
）
た
だ
し
、
坪
谷
幼
椎
園
は
5

　
　
歳
児
の
み
で
す
。

　
　
　
な
お
、
4
歳
児
に
つ
い
て
は
、

　
　
定
数
の
関
係
で
、
出
生
の
早
い
順

　
　
に
決
定
し
ま
す
．
、

▽
入
園
申
込

　
　
　
申
請
書
が
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
と
幼
稚
園
、
寺
迫
地
区
は
寺
迫
小

　
　
学
校
に
準
催
し
て
あ
り
ま
す
の
で

　
　
直
接
ま
た
は
電
話
で
請
求
す
れ
ば

　
　
郵
送
し
ま
す
。

　
　
　
電
話
　
山
陰
局
二
〇
（
二
番

▽
申
込
締
切
日
．
2
月
2
0
日

▽
入
園
決
定
　
3
月
中
旬
ま
で
に
各
人

　
　
　
　
宛
に
通
知
し
ま
す
。

保
育
園
児
を
募
集
中

　
鶴
野
内
と
坪
谷
両
保
育
所
で
、
現
在

園
児
を
募
集
中
で
す
。

　
定
員
は
、
両
保
育
所
と
も
三
十
五
人

で
す
．
入
所
を
希
望
す
る
幼
児
の
保
護

者
は
、
役
場
福
祉
係
ま
た
は
両
保
育
所

に
準
備
し
て
あ
る
入
所
申
込
用
紙
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
所
に
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

▽
入
園
資
格

　
　
4
月
1
日
現
在
で
、
満
3
歳
以
上

　
　
（
昭
和
5
1
年
4
日
2
月
ま
で
に
出

　
　
生
）
の
幼
児

▽
申
込
締
切
　
2
月
2
0
日

国
の
進
学
ロ
ー
ン

　
進
学
資
金
に
借
り
や
す
い
制
度
が
で

き
ま
し
た
。
入
学
金
、
授
業
料
、
施
設

設
備
費
な
ど
の
学
校
納
付
金
な
ど
進
学

に
際
し
必
要
要
な
資
金
と
し
て
使
う
こ

と
が
で
㍉
、
・
ま
す
。

▽
融
資
額
　
一
世
帯
当
り
5
0
万
円
以
内

▽
利
率
　
年
七
．
一
％

▽
貸
付
期
間
　
進
学
す
る
学
校
の
修
業

　
　
年
限
以
内
（
最
長
4
年
）

▽
担
保
　
不
　
用

▽
保
証
人
　
1
名
以
上

▽
詳
細
は
町
商
工
会
、
農
協
で
お
た
ず

　
ね
く
だ
さ
い
．
手
続
㍉
、
－
な
ど
に
つ
い

　
て
説
明
し
ま
す
。

今
月
の
税

固
定
資
産
税

　
　
　
　
納
期
限

金4
　
　
期

2
月
2
8
日

善
意
の
と
も
し
び

　
忌
明
寄
付
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

▽
田
野
の
川
原
塩
江
さ
ん
か
ら

　
　
（
泉
さ
ん
・
4
4
歳
ご
死
去
）

▽
仲
深
の
三
浦
正
さ
ん
か
ら

　
　
（
涼
さ
ん
・
5
3
歳
ご
死
去
）

▽
福
瀬
の
金
丸
猛
さ
ん
か
ら

　
　
（
久
さ
ん
・
6
9
歳
ご
死
去
）

▽
福
運
の
谷
口
幸
広
さ
ん
か
ら

　
　
（
新
三
郎
き
ん
・
7
4
歳
ご
死
去
）

▽
寺
迫
の
橋
口
恵
さ
ん
か
ら

　
　
（
ヨ
シ
子
き
ん
・
7
1
歳
ご
死
去
）

今
月
の
心
配
ご
と
相
談
日

　
　
　
2
月
2
0
日
（
火
曜
日
）

　
　
　
　
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

、一一．一一
ﾜちのうごき・一一・一

≦
1人口6，754人　（＋10）

｝　男　3，314人　（＋12）

し
　　女　3，440人　（一2）

1世帯数1，749戸（一1）

1　　54年1月1日現在

　　　（　）は対前月比

r一ジ、．．”ゴ

礫
欝
和
製

　
　
　
　
　
1
2
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

　
赤
ち
ゃ
ん
の
名

交
の
名
涯
逝

筒隔黒赤潮畝富海谷小

井谷木松野原山野口谷

信梨留　将大恵健

広沙美宏臣樹里司恵豊
研一．広春勝孝啓一一．博

　集　　　　　正　泉
一一 @道義則純二一一幸

寺鶴寺寺福小坪福田追
　野　　　野　　　野
迫内迫迫一瀬田．．谷瀬野圏

結
婚
お
め
で
と
う

安那　塩悪
難

岡須　目田

名

好楠

子男　満泉

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

川三黒田高
　　　　　氏原浦木代尾
　　シカコ名

住
所

神
奈
川
．

鶴
野
内
一

田
　
野

八
重
原

一
年
齢
一
住
所

泉涼ゲズメ
44　55　　87　　77　　90

田1中迫寺福
　　野
野深内迫瀬
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